
札幌方面中央警察署勤務
最終回

警察官を志した理由は…
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高校生時代のI巡査

僕が警察官になったのは、これと言った
きっかけはありませんでした。
ただ、学生の頃、将来の自分はどんな姿をして

いるのかをぼんやりと思い描いたことがあります。

T巡査

I巡査

そんなことを学生時代にぼんやり
と考えていました。

結局、私は筋力ﾄレーニンｸﾞが趣味だった
こともあり、「公務員の中でもデスクワークでは
なく、体を使った仕事ができる職につきたい」
と考え、警察官を目指しました。

お給料はきちんともらえているのだろうか
立派な大人になれているのだろうか
人の役に立てているのだろうか

警察学校を卒業し、中央警察署勤務
になってからは、とても忙しいものの充
実した毎日を過ごしています。

初めからそれらしい志があったわけでは
ないですが、

※ 以上の内容はノンフィクションです。


